
４. 堆肥の使い方

• 堆肥は、作物の増収や品質向上を
目的として施用される。

• 堆肥の効果は、堆肥の種類や施用
量により異なる。

• 堆肥の効果は、作物により異なる。

• 土壌環境への影響も考慮する必要
がある。

（１） 堆肥の施用効果は作物や施用法により異なる



• 砂質土壌 （保水力と保肥力の改善が必要）
→ 完熟した牛ふん・豚ぷん堆肥が好ましい

• 壌質土壌 （あらゆる作物栽培に適した土壌）
→ どんな堆肥でも使えるが、養分蓄積に注意

• 粘質土壌 （排水が悪く、物理性の改善が必要）
→ 敷料を多量に含む牛ふん堆肥が好ましい

• 鉢物用土 → 十分腐熟した堆肥を使用する

十分に水で湿
らせた土を、
指でこねると
簡単に土性が
わかる

（２） 農地土壌の性質に適した堆肥の施用

土 性 指での感触

砂質土壌 ざらざらで塊にならない

壌質土壌 鉛筆からマッチ棒くらい

粘質土壌 コヨリのように細くなる

• 有効土層の浅い畑 （根が伸びるよう深耕が必要）
→ 十分腐熟した高C/N堆肥を深めに施用

• リン酸蓄積土壌 （リン酸肥料を無施用にする）
→ 豚ふん・鶏ふん堆肥は避ける

• カリ蓄積土壌 （基肥のカリ無施用、追肥で対応）
→ し尿分離した牛ふん・豚ぷん堆肥が好ましい

土壌養分蓄積の例
40年間のリン酸の推移
（神奈川県，2018）



作物の特性に応じた堆肥を施用する
水 稲 ； 窒素の少ない十分に腐熟した堆肥を施用。多量に施用すると倒伏や虫害の原因となり、米の品質低下を招く。

露地野菜（果菜類）； 肥料成分の多い堆肥で長期に効果があるもの。牛ふんと鶏ふんの混合堆肥のような物が良いと思われる。

（葉菜類）； 初期生育を確保するために肥料成分の多い堆肥が良い。結球野菜は長期的に効果のある物が好ましい。
（根菜類）； 未熟堆肥は枝根や肌荒れの原因になり、虫害の原因となるので、十分に腐熟した効果の長い堆肥が好ましい。

施設野菜・花き ； 肥料成分が多い堆肥を使うときは、養分が集積しやすいので、土壌診断結果を参考に資材を選択する。

果 樹 ； 窒素が多い堆肥は果実の糖度を低下、未熟な木質を含む堆肥は紋羽病の原因となることがあるので注意。

藤原「堆肥のつくり方使い方」,2003

（３） 作物の栄養特性にあった堆肥の利用

コンスタント型；生育全期間に養分が必要

（トマト・キュウリ・ナス・ネギなど）→ 中C/N堆肥

尻上がり型；初期よりも後期に養分が必要
（スイカ・カボチャ・ダイコンなど） → 高C/N堆肥

先行逃げ切り型；生育初期に養分が必要
（コカブ・サツマイモ・レタスなど） → 低C/N堆肥

養
分
要
求
度



（４） 窒素の効果は堆肥化により減少する

熟度が異なる鶏ふん堆肥の窒素無機化率（後藤）• 堆肥化過程で働く微生物群が、分解しやすい
（易分解）有機物を分解する。

• 分解しにくい（難分解）有機物の変化は少な
いため、有機物に占める易分解有機物の比
率は減少する。

• 堆肥は、腐熟がすすむほど、土壌施用後の
窒素の無機化率が減少するため、「窒素の肥
効き」が少なくなる。

• 難分解性有機物は、土壌中で長期にわたっ
て少しずつ分解し、腐植化する。この過程で
放出する窒素を地力窒素という。

堆肥原料 堆 肥



（５） 流通している堆肥の肥料成分は多様

ｶ ﾘ
（K2O％D）

リン酸
（P2O5％D）

窒 素
（T-N％D） C/N比

畜 種
点
数

水 分（％） 窒素（T-N％D） リン酸（P2O5％D） カリ（K2O％D）

平均 偏差 平均 偏差 平均 偏差 平均 偏差

牛ふん 92 57．7 13．2 2．2 0．7 2．8 1．1 2．7 1．3

豚ぷん 62 37．7 17．6 3．2 1．0 6．7 2．1 2．9 0．9

鶏ふん 48 22．4 14．0 3．2 1．2 7．8 1．6 4．1 1．2
農業研究センター研究資料41（2000）より作成

同じ畜種でも成分量が大きく異なる堆肥がある。これは、ふん尿の状態とともに副資材や製造方法に起因する。



水分 50% Ｎ 1%  Ｐ 1.5%  Ｋ 1.25%

現物含量（１ｔ）

Ｎ１0ｋｇ(20%有効化)

N ２ｋｇ

基肥基準量 Ｎ １５kg    Ｐ １５kg     Ｋ １５kg

Ｎ 2%  Ｐ 3%  Ｋ 2.5%

乾物含量（500kg）

P１5ｋｇ(70%有効化) K１2.5ｋｇ(80%有効化)

P １０ｋｇ K １０ｋｇ

堆肥供給量 Ｎ ２kg     Ｐ １０kg      Ｋ １０kg

基肥必要量 Ｎ １３kg     Ｐ ５kg   Ｋ ５kg

Ａ

Ｂ

Ａ-Ｂ

（６） 堆肥に含まれる肥料成分を考慮した施肥

堆肥に含まれる肥料成分

• 堆肥に含まれる肥料成分を考慮しないで基肥（化学肥料）施肥することを継
続すると、土壌養分に偏りが起こり、作物生育に障害が出ることがある。

• 堆肥に含まれる肥料成分を基肥から減らすと、肥料代の節減になるだけで
なく、土壌養分の過剰蓄積も防ぐことができる。

• 土壌養分管理には、定期的に土壌診断を実施することが必要。



未分解物（とくに木質）の
蓄積による窒素飢餓

（７） 堆肥は適量施用が基本

未熟有機物の
蓄積による障害

肥料成分の
蓄積による障害

塩類集積による作物根の
障害・生育障害

塩基バランスの乱れによる
養分供給不足

粗大有機物の
蓄積による障害

粗孔隙増大（毛管遮断）に
よる水分欠乏

堆肥の種類 水田（水稲） 畑（普通） 畑（野菜） 飼料畑 果樹園

牛ふん堆肥 ０.５～１.０ １.０ １.０～２.０ ３.０～４.０ １.０～２.０
豚ぷん堆肥 ０.３～０.５ ０.５ ０.５～１.０ １.０～３.０ ０.５～１.０
鶏ふん堆肥 ０.３～０.５ ０.５ ０.５～１.０ １.０～３.０ ０.５～１.０

神奈川県の有機物施用基準（現物 t/10a） 施肥基準の例

堆肥は土づくりに欠かせないが、過剰に施用すると土壌環境を悪化させ、作物に
障害を及ぼすので、連用に当たっては適量施用に心がけることが大切。



堆肥の施用により病虫害に強い作物づくりが期待されるが、期待されるよう
な効果は得られないで、発病を助長することもあるので、過剰な期待は禁物
である。一般的には、以下のようなことがいわれている。

• 果菜類→軽減効果が期待できることがある。

• 葉菜類→病虫害は必ずしも軽減されないが、増収効果はある。

• 根菜類・イモ類→直前の施用は病虫害の多発を招きやすい。

• 未熟な堆肥の施用は、虫害を招きやすい。

（８） 病虫害の抑制はあまり期待できない



５. 売れる堆肥・売れない堆肥
（１） 売れる堆肥と売れない堆肥の違い

① 堆肥として品質が安定していることが必要。肥料成分や副
資材等の情報提供を適切に行う。

② 農家の使用目的を把握して、それに適合した堆肥かどうか
を判断する。

③ 農家が求める堆肥の品質・成分・形状などを把握し、必要に
応じて、他の資材とのブレンドやペレット化を専門業者に委託し
て提供することも考える。

良い製品なのに売れない理由（経営的側面から）
① お客にとってよい商品化か？
② ターゲットが明確になっているか？
③ ターゲットが求める物をサポートしているか？

堆肥の無償提供は両者にとってマイナス タダだから適
当に入れよう

買ってくれな
いから・・



（２） 良い堆肥の条件

雑草の種子は極力含まないこと
• 中途半端な発熱は雑草種子の発芽率を向上させることがある。
• 局部的な温度差があるので、品温60℃でも安心はできない。

重金属など作物や環境に有害な物を含まないこと
• 重金属（カドミウム・水銀・ヒ素など）を環境基準以上含まない。
• 銅（0.3g/kg）や亜鉛（0.9g/kg）は基準を越えないことが好ましい。
• 飼料中に含まれる有害物（クロピラリドなど）が堆肥中に残留し

て作物に障害を及ぼすこともある。

人体や環境に有害な微生物を含まないこと
• 家畜ふん尿は、人間に感染する病原菌や寄生虫などが存在して

いることがある。
• 堆肥化過程の発熱が不十分な場合には、病害虫が生き残って、

作物とともに摂食されて、人間に感染することがある。

十分に腐熟していること
• 未熟堆肥は土壌微生物の活性化には寄与するが、作物根に障

害を及ぼすことがある。

• 未熟堆肥は土壌微生物活性には役立つので、未熟堆肥を使用
するときは土壌施用後、１ヵ月以上たって播種・定植する。

成分が安定化していること
• 耕種農家が堆肥を必要とするのは、春と秋に集中するが、年間

を通して肥料成分が安定していることが好ましい。

• ふん尿は毎日発生するので、時期により肥料成分の違いがあ
る場合は、その情報を提供する。



（３） 堆肥による肥料代の節減効果

堆肥 水分 窒素 リン酸 カリ

牛ふん ５８% ２.２% ２.８% ２.７%
豚ぷん ３８% ３.２% ６.７% ２.９%
鶏ふん ２２% ３.２% ７.８% ４.１%

堆肥 窒素 リン酸 カリ

牛ふん ９kg １２kg １１kg

豚ぷん ２０kg ４２kg １８kg

鶏ふん ２５kg ６１kg ３２kg

畜種別堆肥の乾物成分量平均値 現物1,000kgに含む肥料成分量

堆肥 窒素 リン酸 カリ

牛ふん 20％
70％ 80％豚ぷん 40％

鶏ふん 60％

堆肥 窒素 リン酸 カリ

牛ふん ２kg ８kg ９kg

豚ぷん ８kg ２９kg １４kg

鶏ふん １５kg ４３kg ２６kg

作物が利用できる肥料成分量

肥料成分量の有効化率
• 化学肥料高騰の影響を受け、堆肥の

肥料成分が注目されている。

• 堆肥に含まれる肥料成分を考慮する
と基肥が減らすことができる。

• 堆肥の肥料成分は、 鶏ふん堆肥＞
豚ぷん堆肥＞牛ふん堆肥。

• 牛ふん堆肥に比べ、豚ぷん堆肥はリ
ン酸が、鶏ふんはリン酸とカリが多い
ので、施用量には注意する。

• 肥料成分を有効活用するためには、
堆肥の品質安定が必要。



（４） 撒きやすい堆肥の製造

マニュアスプレッダーなどによる散布サー-ビス

ペレット化等による機械作業に適した形状に加工

堆肥は、施用量が多
いので撒くのが大変

堆
肥

堆肥過程で粒状等に成形

加工施設で粒状等に成形

肥料混合堆肥（複合肥料）の製造

畜産農家 機械散布

耕産農家



土づくり
（炭素重視）

肥料代替
（Ｎ・Ｐ・Ｋ重視）

畜産農家と耕種農家
の連携と相互信頼

作物の種類から量を決定 肥料含有量から量を決定

バランスが大切

６. まとめ

・作物の種類
・栽培時期

・圃場の状態
・土壌診断

作物生産の安定・生産環境の保全

良質堆肥の継続投入
による地力の向上

堆肥利用の考え方

堆肥の適正施用（連年施用が前提）

持続的農業



売れる堆肥・売れない堆肥
～基本に戻って考える～
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